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一

　は
じ
め
に

　

本
稿
は
、「
個
々
の
読
み
を
磨
く
た
め
に
、
他
者
の
読
み
に
触
れ
学
び
合
う
」

145
（
石
井
順
治　

2
0
1
3
）
こ
と
を
目
指
し
て
実
施
し
た
単
元
学
習
の
実
践

記
録
で
あ
る
。
実
践
内
容
を
振
り
返
り
、
小
説
教
材
を
読
み
深
め
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
学
習
活
動
が
有
効
な
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二

　使
用
教
材

　川
上
弘
美
「
神
様
」「
神
様
2
0
1
1
」

　

現
行
の
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
（
2
0
1
6
~
17
年
度
検
定
実
施
）
は
、

50
種
類
（「
国
語
総
合
」
25
、「
現
代
文
Ａ
」
5
、「
現
代
文
Ｂ
」
20
）
が
発
行
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
教
科
書
に
は
、
小
説
教
材
1
5
6
種
類
（
延
べ
数
3
8
5
）
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
作
者
は
、
82
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
33
名
（
40
％
）
は
、

複
数
種
の
小
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

表
1
は
、
頻
出
の
小
説
家
8
名
の
収
録
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
8
名

の
内
訳
は
、
小
説
教
材

の
種
類
上
位
4
名
と
、

表
2
の
頻
出
小
説
教
材

の
上
位
4
作
品
の
作
者

で
あ
る
。

　

表
1
・
表
2
か
ら
、

現
行
教
科
書
の
編
集
者

は
、
川
上
弘
美
と
小
川

洋
子
の
作
品
に
高
い
教

材
性
を
認
め
て
お
り
、

特
定
の
作
品
に
偏
ら
ず

様
々
な
文
章
を
教
材
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
川

上
は
「
み
ず
か
ま
き
り
」

の
4
（
収
録
数
18
位
）

が
、
小
川
も
「
バ
ッ
ク

「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
二
号
（
令
和
三
年
三
月
刊
）

自
己
と
他
者
の
読
み
を
重
ね
合
う
小
説
教
材
単
元
の
実
践
的
研
究

︱
︱「
神
様
」「
神
様
2
0
1
1
」
を
読
み
返
す
授
業
︱
︱

玉

　木

　雅

　己

表 1　高等学校国語科教科書　頻出筆者（小説家）

作 者 名
教材の種類 教材の延べ数

小説 その他 計 小説 その他 計
小 川 洋 子 9 5 14 12 6 18
村 上 春 樹 8 1 9 20 1 21
太 宰 　 治 8 0 8 18 0 18
川 上 弘 美 7 3 10 13 4 17
芥川龍之介 4 1 5 28 1 29
夏 目 漱 石 3 2 5 34 9 43
森 　 鷗 外 3 1 4 17 1 18
中 島 　 敦 2 0 2 25 0 25
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ス
ト
ロ
ー
ク
」

の
3
（
同
23
位
）

が
、
収
録
数
の

最
高
で
あ
る
。

　

川
上
弘
美
の

作
品
の
中
で
も
、

「
神
様
」「
神
様

2
0
1
1
」
に
は
、
す
で
に
多
く
の
先
行
研

究
（
作
品
研
究
・
教
材
研
究
等
）
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。

　

両
作
品
は
、
3
6
0
0
字
程
度
の
短
編
小

説
で
あ
る
。
次
の
五
つ
の
場
面
に
分
か
れ
る
。

 

一 　
「
わ
た
し
」
と
「
く
ま
」
と
の
出

会
い

 

二 　
「
く
ま
」
が
希
望
す
る
呼
び
方
の

説
明

 

三 　
「
く
ま
」
と
の
川
原
へ
の
散
歩

 

四 　

川
原
で
の
出
来
事
（
三
人
連
れ
と

の
遭
遇
、
昼
食
、
魚
取
り
、
昼

寝
）

 

五 　

別
れ
の
抱
擁

　
　
「
わ
た
し
」
の
一
日
の
振
り
返
り

　
「
神
様
」
と
「
神
様
2
0
1
1
」
の
本
文
は
90
％
以
上
共
通
し
て
い
る
。
し
か

し
、「
あ
の
こ
と
」
の
影
響
に
よ
っ
て
読
後
感
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
。

　
「
神
様
」（
1
9
9
4
年
・
発
表
）
は
、
2
0
0
3
年
度
か
ら
教
科
書
に
登
場

す
る
。
収
録
教
科
書
は
、
改
訂
期
に
よ
っ
て
異
な
る
。
今
期
は
、
東
京
書
籍

「
国
語
総
合　

現
代
文
編
」、
筑
摩
書
房
「
国
語
総
合　

改
訂
版
」、
桐
原
図
書

「
新
探
究
国
語
総
合　

現
代
文
編
・
表
現
編
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
神
様
2
0
1
1
」（
2
0
1
1
年
・
発
表
）
は
、
発
表
直
後
に
、
教
育
出
版

「
現
代
文
Ｂ
」
で
教
材
化
さ
れ
た
。
今
期
も
同
教
科
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

三

　自
主
小
説
単
元
〈「
神
様
」
延
長
戦
〉
の
概
要

（
一
）
2
0
1
9
年
度
3
学
期
（
2
0
2
0
年
2
月
）

　

1
学
年
「
国
語
総
合
」
で
、「
神
様
」
の
授
業
を
3
つ
の
ク
ラ
ス
で
行
っ
た
。

各
場
面
の
出
来
事
、「
く
ま
」
と
「
わ
た
し
」
の
人
物
像
、
2
人
の
「
散
歩
」

「
抱
擁
」
に
関
す
る
認
識
等
の
読
み
取
り
を
中
心
に
学
習
を
行
っ
た
。

　

学
年
末
考
査
後
に
、
1
年
間
の
現
代
文
学
習
の
ま
と
め
と
し
て
、「
神
様
」
と

「
神
様
2
0
1
1
」
の
読
み
比
べ
の
授
業
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
3
月
の
授
業
は
全
て
休
止
に
な
っ
た
。

（
二
）
2
0
2
0
年
度
・
上
半
期
（
2
0
2
0
年
4
〜
9
月
）

　

新
年
度
を
迎
え
、
自
主
単
元
︿「
神
様
」
延
長
戦
﹀
を
実
践
し
た
（
以
下
、
本

稿
で
は
︿
延
長
戦
﹀
と
略
記
す
る
）。

　

本
単
元
を
構
想
し
た
の
は
、
前
年
度
の
授
業
で
十
分
に
追
究
し
き
れ
な
か
っ

た
課
題
が
残
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
二
作
品
を
読
む
意
味
が
、
よ
り
大
き
く
な
っ
た
と
考
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　
︿
延
長
戦
﹀
は
、
2
年
生
「
現
代
文
Ｂ
」
の
2
ク
ラ
ス
（
計
82
名
）
で
、
年
間

表 2　頻出小説教材

教材名 収録数
山月記 24
羅生門 24
こころ 22
舞姫 15
鏡 11
夢十夜 11
ナイン 10
城の崎にて 9
檸檬 9
富嶽百景 8

＊教科書への収録数
上位10位

表 3　川上弘美・収録教材

小　説
水かまきり④　神様③　ほねとたね②
神様2011　月火水木金土日
離さない　真面目な二人

その他 境目②　排球、そして千利休
立ってくる春

○内の数字は収録教科書数　①は省略
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の
授
業
計
画
の
隙
間
時
間
を
調
整
し
な
が
ら
実
施
し
た
。
そ
の
た
め
、︿
延
長

戦
﹀
は
、
約
半
年
間
（
4
~
9
月
）
に
わ
た
っ
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

ア

　本
単
元
の
学
習
内
容

　
　

春
四
月　
　
[
配
当
時
間　

1
時
間
]

　
「
現
代
文
Ｂ
」
の
授
業
開
き
と
し
て
、「
わ
た
し
」
の
人
物
像
の
分
析
を
目
的

と
す
る
学
習
を
2
時
間
で
企
画
し
た
。
し
か
し
、
新
学
期
開
始
直
後
に
再
度
の

休
校
が
決
定
さ
れ
た
。
両
ク
ラ
ス
と
も
1
時
間
分
し
か
消
化
で
き
な
か
っ
た
。

　
　

初
夏
五
月　
[
3
時
間
程
度
を
想
定
]

　

休
校
中
の
「
現
代
文
Ｂ
」
の
学
習
課
題
と
し
て
、「
神
様
2
0
1
1
」
の
本
文

と
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
、
2
年
生
全
員
（
7
ク
ラ
ス
）
に
郵
送
し
た
。
こ
れ
は

1
学
期
中
間
考
査
の
代
替
課
題
の
一
つ
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
①
題
名
の
意
味
、
②「
わ
た
し
」
の
人
物
像
、
③
二
人

の
「
散
歩
」
に
対
す
る
考
え
、
⑤
作
品
か
ら
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ

た
か
等
を
、
学
習
課
題
（
1
0
0
~
2
5
0
字
で
記
述
）
と
し
て
提
示
し
た
。

　
　

夏
七
月　
　
[
2
時
間
]

　

5
月
後
半
の
自
主
登
校
を
経
て
、
6
月
か
ら
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
1
学
期

末
考
査
終
了
後
に
︿
延
長
戦
﹀
を
再
開
し
た
。

　

夏
七
月
は
、
①「
わ
た
し
」
の
人
物
像
、
②「
く
ま
」
が
人
間
界
に
現
れ
た
理

由
、
③
題
名
の
持
つ
意
味
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
春
四
月
の
第
2
時
に
予

定
し
て
い
た
学
習
内
容
を
再
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

盛
夏
八
月　
[
2
時
間
]

　

盛
夏
八
月
は
、
初
夏
五
月
の
学
習
の
振
り
返
り
と
し
て
、
①
二
作
品
の
関
係
、

②
こ
れ
ら
の
小
説
を
今
の
自
分
達
が
読
む
意
味
等
を
考
え
た
。

　
　

初
秋
九
月　
[
2
時
間
]

　

初
秋
九
月
は
、
本
単
元
の
ま
と
め
と
し
て
、
①「
わ
た
し
」
の
人
物
設
定
の
意

図
、
②
題
名
の
意
味
に
つ
い
て
、
各
自
の
分
析
を
整
理
し
た
。
さ
ら
に
、
③

「
神
様
2
0
2
0
」
の
あ
ら
す
じ
を
考
え
た
。

イ

　基
本
的
な
授
業
展
開

　

毎
回
の
授
業
は
、「
神
様
」
か
「
神
様
2
0
1
1
」
を
、
ペ
ア
で
音
読
す
る
こ

と
か
ら
開
始
し
た
（
初
夏
五
月
は
除
く
）。
そ
の
後
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
学
習
課

題
（
Ａ
4
版
・
1
~
2
時
間
で
1
枚
・
1
枚
の
課
題
数
3
~
4
問
）
に
取
り
組

ん
だ
。
論
者
（
玉
木
）
は
進
行
役
に
徹
し
て
解
説
等
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　

学
習
課
題
は
、
先
を
急
が
ず
、
1
問
毎
に
時
間
を
か
け
た
。
先
ず
、
ペ
ア
の

相
手
や
前
後
の
生
徒
か
ら
、
お
互
い
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
聞
き
合
っ
た
。
十

分
に
語
り
合
い
聞
き
合
っ
た
後
で
、
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
た
。
そ
の

際
は
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
得
た
こ
と
も
メ
モ
す
る
よ
う
勧
め
た
。
文
章
化
の

途
中
も
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
交
換
し
、
書
き
あ
ぐ
ね
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
。

　

次
の
学
習
課
題
に
つ
い
て
、
生
徒
の
学
習
状
況
を
紹
介
・
検
討
し
た
い
。

・「
わ
た
し
」
の
人
物
像　
　
　

（
四
章
）

・「
神
様
」
に
対
す
る
認
識　
　

（
五
章
）

・「
神
様
2
0
2
0
」
へ
の
道
程
（
六
章
）

四

　「わ
た
し
」
の
人
物
像

　

昨
年
度
3
学
期
の
授
業
で
、
あ
る
生
徒
が
「
ど
う
も
「
わ
た
し
」
の
立
ち
位

置
が
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
呟
い
た
。
そ
の
一
言
が
︿
延
長
戦
﹀
を
開
始
す
る

大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。︿
延
長
戦
﹀
で
は
、「
わ
た
し
」
の
人
物
像
に
つ
い
て
、
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観
点
を
変
え
な
が
ら
継
続
的
に
検
討
を
行
っ
た
。

（
一
）
生
徒
達
の
「
わ
た
し
」
の
イ
メ
ー
ジ

　

春
四
月
で
は
、
本
単
元
の
導
入
と
し
て
、
教
室
で
も
う
一
度
「
神
様
」
を
読

む
意
味
を
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
、「
わ
た
し
」
の
性
別
・
年
齢
・
外
見
（
体

格
・
容
姿
）
を
、
周
囲
の
2
人
か
ら
聞
き
取
り
、
自
分
の
考
え
と
比
較
し
た
。

　

三
要
素
を
合
わ
せ
る
と
、「
わ
た
し
」
の
人

物
像
の
一
致
度
は
極
め
て
低
い
。
特
に
、
性
別

は
、
3
人
が
一
致
し
た
の
は
、
片
方
の
ク
ラ
ス

は
わ
ず
か
3
／
40
人
だ
け
だ
っ
た
。
も
う
一
つ

の
ク
ラ
ス
も
21
／
42
人
と
半
数
だ
っ
た
。

　
「
わ
た
し
」
の
性
別
に
関
し
て
は
、
先
行
研

究
で
も
、
研
究
者
の
見
解
の
表
明
や
学
習
者
の

実
態
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
吉

沢
夏
音
他
（
2
0
1
9
）
で
は
、
高
校
生
の
3

ク
ラ
ス
と
も
女
1
:
男
1
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

表
4
は
、
今
回
の
2
ク
ラ
ス
の
実
態
を
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。
両
教
材
と
も
、「
わ
た
し
」

の
性
別
は
女
2
:
男
1
だ
っ
た
（
こ
の
比
率
は

初
夏
五
月
の
全
7
ク
ラ
ス
の
集
計
も
同
じ
だ
っ

た
）。
表
4
か
ら
は
、
男
子
・
女
子
生
徒
と
も
、

「
わ
た
し
」
を
自
分
の
異
性
と
し
て
と
ら
え
る

傾
向
が
、
若
干
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　

表
5
は
、「
わ
た
し
」
の
年
齢
を
整
理
し
た

も
の
で
あ

る
。
女
性

は
、
20
~

30
代
に
ほ

ぼ
収
ま
っ

て
い
る
。

男
性
は
、

そ
れ
よ
り

は
多
少
年

上
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
年
齢
に
広
が
り
が
あ
る
。

　

表
4
・
表
5
に
外
見
を
加
え
る
と
、
20
~
30
代
の
小
柄
な
女
性
と
い
う
の
が
、

「
わ
た
し
」
の
最
大
公
約
数
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。
た
だ
、
そ
れ
と
は
大
き
く

異
な
る
、
大
柄
な
成
人
男
性
、
中
年
の
大
人
の
女
性
、
男
・
女
中
高
校
生
そ
の

他
を
思
い
浮
か
べ
る
生
徒
も
存
在
し
て
い
る
。

　

生
徒
達
は
、
人
物
像
の
手
が
か
り
と
し
て
後
掲
の
各
点
に
着
目
し
て
い
る
。

こ
れ
は
春
四
月
・
初
夏
五
月
と
も
共
通
で
あ
る
。（「
シ
ャ
ワ
ー
」
は
「
神
様
2

0
1
1
」
の
み
に
登
場
）。

・
春
先
の
鴨
の
観
察　

・
散
歩　

暑
い
季
節
の
外
出　

・
帽
子

・
お
弁
当　

お
む
す
び　

梅
干
し　

オ
レ
ン
ジ

・
子
守
歌　

昼
寝　

タ
オ
ル　

・
抱
擁　

・
日
記
（
・
シ
ャ
ワ
ー
）

・「
く
ま
」
へ
の
接
し
方　

観
察
の
仕
方　

・
語
り
口　

言
葉
遣
い

・
一
人
称
「
わ
た
し
」　

・
文
末
「
で
あ
る
」

表 4　「わたし」の性別の判断

「神様」 「神様2011」 神様→2011
女性 男性 計 女性 男性 女→男 男→女

生 徒 計 56 26 82 55 27 12 11
女子生徒 35 20 55 36 19 7 9
男子生徒 21 6 27 18 9 5 2

表 5 　「わたし」の年齢

年齢 女性 男性 計
10代 1 2 3
20代 33 3 36
30代 13 9 22
40代 1 5 6
70代 1 1
若い 1 1 2
成人 4 3 7
大人 2 2
成熟した 1 1
中年 1 1
年配 1 1
計 56 26 82
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初
夏
五
月
の
学
習
課
題
は
、
休
校
中
ゆ
え
生
徒
達
は
時
間
を
か
け
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。
右
の
各
点
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
、
丁
寧
な
分
析
を
書
き

込
む
者
が
目
立
っ
た
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
恣
意
的
な
解
釈
も
少
な
か
ら
ず
含
ま

れ
て
い
た
。
同
一
の
手
が
か
り
か
ら
、
生
徒
に
よ
っ
て
正
反
対
の
結
論
に
達
す

る
例
も
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
表
4
に
示
し
た
よ
う
に
、
全
体
の
1
／
4
の
生

徒
が
、「
神
様
」
と
は
異
な
る
性
別
へ
と
自
分
の
考
え
を
変
え
て
い
た
。

　
「
わ
た
し
」
の
人
物
像
の
分
析
に
関
し
て
は
、
内
部
徴
証
を
丁
寧
に
行
っ
て
も
、

本
文
か
ら
確
実
な
根
拠
を
発
見
す
る
の
は
難
し
い
。
最
終
的
に
は
読
み
手
の
主

観
で
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
い
。
細
部
に
注
意
を
払
う
こ
と
は
で
き

て
も
、
読
み
深
め
る
学
習
に
は
つ
な
が
り
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
先
行
研
究
の
整
理

　

先
行
研
究
で
も
、
説
明
の
仕
方
は
異
な
る
も
の
の
、「
わ
た
し
」
が
読
者
の
解

釈
を
幅
広
く
許
容
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

高
柴
慎
治
（
2
0
0
7
）
は
、
川
上
作
品
で
は
「「
わ
た
し
」
の
自
明
性
が
最

初
か
ら
疑
わ
れ
て
」
お
り
、「
川
上
の
「
わ
た
し
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
許
容

す
る
暗
箱
の
よ
う
に
も
見
え
る
」
39
と
比
喩
的
な
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。

　

吉
沢
夏
音
他
（
2
0
1
9
）
は
、「
神
様
」
で
は
、「
わ
た
し
」
の
性
別
は

「「
語
り
の
空
白
」
と
し
て
生
徒
た
ち
に
開
か
れ
」
て
お
り
、
多
様
な
読
み
が
表

出
し
共
存
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
9-

10

　

関
谷
一
郎
（
2
0
1
5
）
は
、「
神
様
」
の
「
わ
た
し
」
は
「
も
と
も
と
性
別

や
年
齢
に
関
係
な
く
読
者
が
自
然
に
「
役
割
投
入
」
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
読
み
手
を
作
品
世
界
に
引
き
込
ん
で
い
く
」
と
い
う
。

（
三
）「
わ
た
し
」
の
人
物
像
の
設
定
意
図
に
つ
い
て
の
検
討

　

初
夏
七
月
で
は
、「
わ
た
し
」
の
人
物
像
の
分
析
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
の
は
、
作
者
に
は
、
ど
ん
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

授
業
で
は
、
参
考
資
料
と
し
て
、
関
谷
一
郎
（
2
0
1
5
）
の
一
部
を
提
示

し
た
。
こ
の
論
考
を
教
材
化
し
た
の
は
、
①
複
数
の
先
行
研
究
を
整
理
・
紹
介

す
る
、
②「
わ
た
し
」
の
男
性
説
を
攻
撃
的
に
否
定
す
る
、
③
男
女
ど
ち
ら
で
も

良
い
と
安
直
に
結
論
付
け
る
の
を
戒
め
る
、
④
雑
誌
初
出
時
の
挿
絵
は
男
性
の

服
装
だ
っ
た
と
い
う
意
外
な
情
報
を
紹
介
す
る
等
、
生
徒
達
の
思
考
を
活
性
化

す
る
内
容
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
①
に
関
し
て
は
、
千
石
英
世
の
「
わ

た
し
」
の
性
別
は
、「
性
の
多
様
態
、
こ
ん
な
言
葉
は
な
い
の
だ
が
、
多
性
で
あ

る
。
も
し
く
は
汎
性
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
未
性
、
性
の
未
分
化
状
態
に
い
る

の
だ
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
す
る
部
分
を
含
め
て
引
用
し
た
。

ア

　作
品
の
読
み
の
自
由
度

　

生
徒
達
は
、
最
初
の
段
階
で
は
、「
わ
た
し
」
の
人
物
像
が
固
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
の
読
み
の
自
由
度
が
増
す
と
考
え
て
い
た
。「
女
性
と

男
性
の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
に
な
っ
て
読
む
と
物
語
が
違
っ
て
見
え
る
」「
不
思
議

に
思
う
と
こ
ろ
な
ど
、
何
回
も
読
み
返
す
う
ち
に
新
し
い
発
見
を
し
て
ほ
し
い
」。

さ
ら
に
、「
筆
者
が
読
者
に
想
像
さ
せ
る
こ
と
で
、
楽
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
作
者
像
を
想
像
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
性
的
少
数
者
に
着
目
し
た
意
見
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
た
。

「
男
女
ど
ち
ら
の
視
点
か
ら
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
読
者
の
想

像
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
と
と
も
に
性
の
多
様
化
に
対
し
て
偏
見
を
も
た
な
い

と
い
う
訴
え
を
通
し
て
、
視
野
を
広
げ
る
意
味
を
持
つ
」
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「（
性
差
を
前
提
と
す
る
）
今
の
世
の
中
へ
の
「
遠
回
し
な
批
判
」」

　

こ
れ
ら
は
、
非
常
に
今
日
的
な
意
見
で
あ
る
。「
神
様
」
執
筆
当
時
に
、
作
者

が
、
こ
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
執
筆
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
先
に
紹
介
し

た
千
石
英
世
の
指
摘
を
、
自
分
達
な
り
に
受
け
止
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

イ

　登
場
人
物
の
関
係
性

　

生
徒
達
は
、
登
場
人
物
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
、

ア
の
発
展
的
な
意
見
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「「
男
性
」
と
か
「
女
性
」
と
か
一
つ
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
二
人
の

関
係
が
そ
れ
し
か
な
く
な
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、「
人
と
し
て
」
好
き
っ

て
い
う
か
、「
一
人
の
人
と
し
て
」
対
等
に
接
し
て
い
る
二
人
の
関
係
を
表

し
て
い
る
」

「
性
別
に
関
係
な
く
、
く
ま
の
「
わ
た
し
」
と
仲
良
く
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
表
現
し
、
そ
の
性
別
を
読
者
の
様
々
な
考
え
で
決
め
る
こ
と
で
物
語

を
完
成
さ
せ
る
た
め
」

　

二
人
の
関
係
性
に
関
し
て
は
、「
く
ま
と
い
う
特
異
な
存
在
と
普
通
の
日
常
を

中
和
さ
せ
る
」
等
、
異
種
の
生
物
が
交
流
す
る
こ
と
を
、
読
者
に
受
け
入
れ
や

す
く
す
る
た
め
と
い
う
意
見
も
多
く
出
た
。

（
四
）「
わ
た
し
」
が
「
無
言
で
い
た
」
こ
と
の
理
由

　
「
わ
た
し
」
の
内
面
は
、
場
面 

五 

の
「
悪
く
な
い
一
日
だ
っ
た
」
と
い
う
一
言

を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
場
面 

四 

の
次
の
傍
線

部
か
ら
は
「
わ
た
し
」
の
心
の
揺
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
い
や
は
や
。」

　

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
く
ま
が
言
っ
た
。

「
小
さ
い
人
は
邪
気
が
な
い
で
す
な
あ
。」

　

わ
た
し
は
無
言
で
い
た
。

「
そ
り
ゃ
い
ろ
い
ろ
な
人
間
が
い
ま
す
か
ら
。
で
も
、
子
供
さ
ん
は
み
ん
な

無
邪
気
で
す
よ
。」 

（
傍
線
は
論
者
・
引
用
は
「
神
様
」
か
ら
）

　

初
秋
九
月
で
は
、
こ
の
「
無
言
で
い
た
」
理
由
を
検
討
し
た
。

　

荒
木
奈
美
（
2
0
1
1
）
は
、
大
学
の
小
説
購
読
の
授
業
で
、
こ
の
場
面
で

「
わ
た
し
」
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問
い
か
け
を
行
う
。
17
人
の
学
生

の
意
見
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
221

①「
く
ま
」
の
健
気
で
高
潔
な
態
度
に
心
打
た
れ
た
。

②「
く
ま
」
の
紳
士
的
で
優
し
す
ぎ
る
態
度
を
も
ど
か
し
く
思
っ
た

③
心
な
い
子
供
の
行
為
に
対
し
、「
く
ま
」
の
気
持
ち
に
な
っ
て
憤
り
を
感

じ
た
。

④「
わ
た
し
」
自
身
も
こ
の
子
供
ら
の
側
に
い
る
人
間
の
一
人
と
し
て
、
申

し
訳
な
く
思
っ
た

　

今
回
の
生
徒
達
の
考
え
も
、
こ
の
項
目
①
~
④
に
ほ
ぼ
位
置
付
け
ら
れ
る
。

た
だ
、
次
の
よ
う
に
、
と
ま
ど
い
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
散
見

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
⑤
と
し
て
別
に
立
項
す
る
の
が
穏
当
か
と
思
わ
れ
る
。

「
く
ま
が
三
人
の
態
度
を
本
当
に
気
に
せ
ず
言
っ
て
い
る
の
か
、
気
遣
っ
て

言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
返
し
方
を
考
え
て
い
た
。「
わ
た
し
」
は
邪
気

の
な
い
人
は
い
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
言
い
切
る
だ
け
の
理
由
も

な
か
っ
た
か
ら
」

　

高
橋
慎
治
（
2
0
1
5
）
は
、「
な
ぜ
こ
の
場
面
が
重
要
か
と
い
え
ば
、
こ
こ

が
「
三
人
連
れ
（
特
に
二
人
の
男
性
）」
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
の

水
準
と
、「
わ
た
し
」
と
「
く
ま
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
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ク
な
水
準
と
が
交
差
し
て
い
る
場
面
だ
か
ら
だ
」
37
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、「
く
ま
」
と
一
緒
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

「
わ
た
し
」
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
着
目
し
た
意
見
も
生

徒
達
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
。

「「
く
ま
」
と
散
歩
し
て
一
緒
に
い
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
た
け
ど
、

世
間
一
般
の
人
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
見
て
初
め
て
「
く
ま
」
の
気
持
ち
を

本
当
に
知
ろ
う
と
し
た
ん
だ
と
思
う
」

「
自
分
が
「
く
ま
」
と
一
緒
に
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
他
人
に
は
違
和
感
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、「
く
ま
」
の
言
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
く
ま
が
パ
ン

チ
を
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
言
え
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

ず
、
何
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
無
力
さ
を
感
じ
て
い
る
と
思
う
」

　

こ
れ
ら
は
、「
わ
た
し
」
の
当
事
者
意
識
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
こ
に
弱
点

を
見
出
し
た
者
は
、「「
わ
た
し
」
は
考
え
が
淡
々
と
し
て
い
て
、
空
気
の
よ
う

で
、
受
け
取
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
流
し
て
い
く
よ
う
な
感
じ
が
す
る
」
あ
る

い
は
「「
わ
た
し
」
は
人
間
の
多
様
性
へ
の
認
識
が
乏
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
」
等
の
批
判
的
な
立
場
を
取
る
。

　
「
わ
た
し
」
の
人
間
性
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。
こ
の
点
は
、
作
品

理
解
を
深
め
る
た
め
の
有
効
な
学
習
課
題
に
な
り
え
よ
う
。

　

齋
藤
知
也
（
2
0
1
8
）
は
、
先
の
引
用
部
直
後
の
「
そ
の
四
角
が
魚
の
縄

張
り
な
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
、「「
魚
」
を
掴
み
上
げ
る
「
く
ま
」

は
、「
魚
」
の
「
縄
張
り
」
を
侵
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
そ
の
「
く
ま
」

の
「
縄
張
り
」
を
人
間
は
侵
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
197-

198
と
指
摘
す
る
。

生
徒
達
に
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、「
魚
・
熊
・
人
間
」
の
三
者
の
関
係
を

論
じ
よ
う
と
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
「
無
言
」
だ
け
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
「
く
ま
」
が
魚
を
捕

る
と
い
う
行
為
の
意
味
す
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
作
品
世
界
へ
の
理
解
が
さ
ら
に
深
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
す
る
。

五

　「神
様
」
に
対
す
る
認
識

　
「
私
は
、
教
科
書
で
「
神
様
」
と
い
う
題
名
を
見
つ
け
た
時
、
読
ん
で
み
た
。

本
音
で
言
え
ば
、
こ
れ
が
「
神
様
」
と
関
係
あ
る
の
？
と
思
っ
た
」
同
様
の
思

い
は
、
他
の
生
徒
も
抱
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
夏
七
月
・
初
秋
九
月
は
、
作

者
が
題
名
に
選
ん
だ
「
神
様
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。

（
一
）
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
し
て
の
理
解

　

こ
の
小
説
の
作
品
世
界
と
神
様
と
は
、
ど
の
よ
う
に
結
び
付
く
の
だ
ろ
う
か
。

夏
七
月
の
段
階
で
は
、
生
徒
達
の
意
見
は
大
き
く
二
点
に
整
理
で
き
た
。

　

一
つ
は
、
虚
構
の
世
界
へ
の
入
口
を
示
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

「
話
が
始
ま
っ
た
瞬
間
は
「
く
ま
」
と
「
わ
た
し
」
が
散
歩
す
る
こ
と
に
対

し
て
違
和
感
を
感
じ
そ
う
だ
が
、
タ
イ
ト
ル
が
「
神
様
」
な
の
で
、
現
実

離
れ
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
設
定
も
受
け
入
れ
や
す
い
」

「「
く
ま
」
が
神
様
を
信
仰
し
て
い
て
、
こ
の
出
来
事
自
体
が
神
様
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
縁
・
仕
組
ま
れ
た
も
の
・
贈
り
物
（
ギ
フ
ト
）」

　

も
う
一
つ
は
、
神
様
の
役
割
を
託
せ
る
人
物
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。「
く

ま
」
や
「
わ
た
し
」
を
神
様
に
擬
え
る
こ
と
は
、
多
く
の
生
徒
に
非
常
に
共
感

的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
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「「
わ
た
し
」
と
「
く
ま
」
が
出
会
う
こ
と
で
、「
く
ま
」
は
ず
っ
と
探
し
て

い
た
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
を
見
つ
け
た
。
わ
た
し
は
、
平
凡
で

あ
り
き
た
り
な
、
特
に
楽
し
い
こ
と
も
な
い
生
活
だ
っ
た
の
に
「
く
ま
」

が
「
悪
く
な
い
一
日
」
を
ブ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
全
然
似
て
い
な
い

二
人
だ
け
ど
、
お
互
い
に
神
様
と
思
え
る
ほ
ど
分
か
り
合
え
る
」

　

こ
れ
ら
二
つ
の
見
方
は
、
作
品
世
界
を
包
括
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
有
効

だ
ろ
う
。
し
か
し
、「﹃
散
歩
﹄
や
﹃
悪
く
な
い
一
日
﹄
と
い
う
題
名
で
も
良

か
っ
た
は
ず
。
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ん
だ

ろ
う
」
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
十
分
に
応
え
ら
れ
る
と
は
言
い
難
い
。

（
二
）「
く
ま
」
と
「
わ
た
し
」
の
「
神
様
」
に
対
す
る
認
識
の
違
い

　

作
品
中
で
、
神
（
様
）
に
直
接
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
場
面 

五 

の
次

の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
初
秋
九
月
で
は
、
こ
の
部
分
に
立
ち
返
っ
て
、
な
ぜ
題

名
は
「
神
様
」
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
再
度
考
え
る
こ
と
に
し
た
。

　

今
日
は
ほ
ん
と
う
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
遠
く
へ
旅
行
し
て
帰
っ
て
き

た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
熊
の
神
様
の
お
恵
み
が
あ
な
た
の
上
に
も
降
り

注
ぎ
ま
す
よ
う
に
。（
中
略
）

　

部
屋
に
戻
っ
て
魚
を
焼
き
、
風
呂
に
入
り
、
眠
る
前
に
少
し
日
記
を
書

い
た
。
熊
の
神
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
想
像
し
て
み
た
が
、
見
当
が

つ
か
な
か
っ
た
。
悪
く
な
い
一
日
だ
っ
た
。 

（
中
略
・
傍
線
は
論
者
）

　

最
初
の
傍
線
部
は
、（
一
）
と
同
質
の
解
釈
を
生
む
。「
く
ま
」
は
「
熊
の
神

様
」
の
使
者
と
し
て
人
間
界
に
来
た
と
い
う
、
多
数
の
生
徒
が
抱
く
想
像
を
裏

打
ち
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「「
く
ま
」
は
熊
の
神
様
を
信
仰
し
て
い
る
。

ど
ん
な
神
様
か
ら
で
も
、
そ
の
お
恵
み
は
平
等
に
降
り
注
ぐ
」
そ
こ
に
は
「
こ

れ
か
ら
も
良
い
関
係
を
続
け
た
い
と
い
う
「
く
ま
」
の
気
持
ち
も
入
っ
て
い
る
」

と
、「
く
ま
」
の
個
人
的
な
願
望
を
重
ね
る
者
も
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
達
は
、「「
熊
の
神
様
」
と
「
熊
の
神
」
の
表
現
の
違
い
は

信
仰
し
て
い
る
か
い
な
い
か
の
違
い
」（
同
様
の
指
摘
は
先
行
研
究
で
も
認
め
ら

れ
る
）
等
、
傍
線
部
の
相
違
に
着
目
し
た
検
討
に
も
進
ん
で
い
く
。

　

こ
の
違
い
を
通
し
て
、
作
者
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
、
神
様
と
い
う
存
在
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
問
い
か
け
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
生
ま
れ
る
。

「
こ
の
物
語
を
通
し
て
、
自
分
に
と
っ
て
の
神
様
、
神
様
の
よ
う
な
存
在
と

は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
考
え
て
、
見
つ
け
て
ほ
し
か
っ
た
。
く
ま
に
は

明
確
な
「
神
の
よ
う
な
存
在
」
が
あ
る
か
ら
「
熊
の
神
様
」
と
言
っ
て
、

「
わ
た
し
」
に
は
明
確
な
も
の
は
な
く
、
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、

「
熊
の
神
」
と
言
っ
て
、
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
」

　

神
様
を
、「
く
ま
」
と
「
わ
た
し
」
と
の
関
係
だ
け
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

も
う
少
し
世
界
を
広
げ
て
考
え
て
み
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
初
秋
九
月
の

段
階
で
は
、
生
徒
達
の
間
に
広
が
っ
て
い
た
。

「
人
間
と
ク
マ
の
考
え
る
神
様
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
を
信

仰
す
る
こ
と
で
生
き
て
い
る
。
ど
の
生
物
も
神
様
は
い
て
、
信
仰
す
る
こ

と
の
多
様
性
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」

「
神
は
人
間
だ
け
で
な
く
動
物
や
植
物
の
世
界
に
も
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

植
物
や
動
物
の
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
行
動
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
を
伝
え
る
た
め
。「
わ
た
し
」
と
「
く
ま
」
が
出
会
っ
た
の
も
神
様

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
私
た
ち
の
生
活
の
様
々
な
と
こ
ろ
に

神
様
の
力
が
あ
り
、
そ
の
存
在
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
」
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生
徒
達
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
的
な
と
ら
え
方
に
止
ま
ら
ず
、
神
様
に
対
し
て

よ
り
根
源
的
な
視
点
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
至
っ
て
い
た
。

（
三
）「
神
様
」
の
相
対
化

　

初
秋
九
月
で
は
、「
神
様
」
と
「
神
様
2
0
1
1
」
を
あ
わ
せ
て
読
み
返
し
た
。

そ
の
再
読
か
ら
は
、
神
様
を
相
対
化
す
る
見
方
（
全
知
全
能
的
な
存
在
と
し
て

絶
対
視
す
る
こ
と
を
避
け
る
）
も
生
ま
れ
て
い
る
。

「
神
様
=
崇
め
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
崩
し
た
か
っ
た
。
災
害
の
時
、
人
間

だ
け
で
な
く
動
物
や
植
物
も
同
じ
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。
共
存
し
て
い
る

こ
と
。
共
存
=
多
種
多
様
な
そ
の
生
き
物
の
神
様
も
い
る
」

「
作
者
が
「
神
様
」
の
存
在
の
良
い
・
悪
い
の
両
方
の
存
在
を
捉
え
て
い
る

か
ら
タ
イ
ト
ル
が
「
神
様
」
な
の
だ
と
思
う
。
私
は
「
神
様
」
は
平
等
だ

と
思
う
。
皆
に
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
神
様
が
決
め
て
い
る
ん
な
ら
、

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
平
等
に
な
る
の
だ
と
思
う
。「
く
ま
」
に
も
「
わ
た

し
」
に
も
「
神
様
」
と
「
神
様
2
0
1
1
」
で
良
い
面
と
悪
い
面
が
あ
っ

た
よ
う
に
、
違
う
種
だ
け
ど
、
バ
ラ
ン
ス
も
保
っ
て
い
る
か
ら
「
神
様
」

な
の
だ
と
思
う
」

　

次
の
解
釈
は
、
神
様
を
相
対
化
し
た
上
で
、「
く
ま
」
が
果
た
し
て
い
る
役
割

に
つ
い
て
、
信
仰
と
い
う
観
点
か
ら
新
し
い
見
方
を
示
し
て
い
る
。

「
原
発
で
理
不
尽
な
仕
打
ち
を
受
け
て
お
い
て
、「
神
様
」
と
い
う
概
念
を

信
じ
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、
信
じ
に
く
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
物
語
で

は
、
そ
こ
に
敢
え
て
熊
の
神
様
を
信
仰
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
熊
を
投
入
し

て
い
る
。
こ
の
日
常
や
未
来
を
守
る
に
は
、
我
々
は
信
仰
心
を
捨
て
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
」

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
現
代
社
会
を
見
つ
め
直
す
意
見
も
認
め
ら
れ
た
。

「「
く
ま
」
は
、「
わ
た
し
」
に
熊
の
神
様
の
恵
み
が
降
り
注
ぐ
よ
う
と
言
っ

た
。
リ
ス
ク
を
承
知
で
、「
く
ま
」
と
の
散
歩
と
抱
擁
を
受
け
入
れ
た
「
わ

た
し
」
だ
か
ら
、
そ
の
恩
返
し
。
そ
う
考
え
る
と
、
昨
今
の
状
況
で
も

疑
っ
て
ば
か
り
否
定
し
て
ば
か
り
の
人
間
に
恵
み
は
期
待
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
」

　

こ
れ
ら
二
つ
の
解
釈
は
、「
神
様
」
の
場
合
に
は
成
り
立
ち
が
た
い
面
を
持
つ
。

た
だ
、「
く
ま
」
は
な
ぜ
人
間
界
に
来
た
の
か
、「
わ
た
し
」
は
な
ぜ
「
く
ま
」

を
受
け
入
れ
た
の
か
等
の
点
に
つ
い
て
、
両
作
品
を
分
析
す
る
際
に
は
有
効
な

起
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
先
行
研
究
の
活
用

　

教
室
で
の
神
様
を
め
ぐ
る
検
討
で
は
、「
わ
た
し
」
の
人
物
像
と
は
異
な
り
、

先
行
研
究
を
教
材
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

齋
藤
和
也
（
2
0
1
8
）・
中
村
龍
一
（
2
0
1
8
）
は
、
作
品
研
究
に
お
い

て
、「
な
ぜ
、
題
名
が
「
熊
の
神
様
」
で
は
な
く
、「
神
様
」
な
の
か
を
考
え
る
」

と
い
う
問
い
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
初
秋
九
月
で
は
、
作
品
を
掘
り
下
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
の
問
い
を
採
用
し
た
方
が
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

山
中
正
樹
（
2
0
1
8
）
は
、
神
様
と
「
く
ま
」
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

「「
熊
の
神
様
」
に
「
わ
た
し
」
の
幸
福
を
祈
る
「
く
ま
」
の
姿
は
、「
熊
の

神
様
」
や
「
人
間
の
神
」「
蛙
の
神
様
」
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
の

︽
神
︾
を
超
え
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て
包
含
す
る
、
究
極
的
な
存

在
へ
の
畏
敬
の
念
を
育
む
の
で
あ
り
、
そ
の
「
思
い
」
が
「
く
ま
」
の
真
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摯
な
態
度
を
生
ん
で
い
る
の
で
す
」

「
人
間
の
エ
ゴ
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
な
が
ら
」「
人
間
を
責
め
る

こ
と
」
を
し
な
い
「
人
間
以
外
の
生
物
た
ち
の
存
在
と
、
そ
れ
で
も
「
わ

た
し
」
の
幸
せ
を
「
熊
の
神
様
」
に
祈
っ
て
く
れ
る
「
く
ま
」
の
敬
虔
な

姿
に
触
れ
た
こ
と
が
、「
わ
た
し
」
に
「
悪
く
な
い
一
日
だ
っ
た
」
と
感
じ

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」
188-

189

　

こ
の
よ
う
な
解
釈
に
到
達
す
る
の
は
、
生
徒
達
に
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
感
じ
、

本
単
元
の
授
業
で
は
紹
介
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
生
徒
達
の
読
み
取

り
か
ら
は
、
十
分
に
参
考
資
料
に
成
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
先
の
山
中
の
「
く
ま
」
と
神
様
の
関
係
の
把
握
の
仕
方
に
は
、

生
徒
達
に
と
っ
て
は
、
い
く
ら
か
違
和
感
を
覚
え
る
部
分
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ

け
に
、
教
材
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
達
が
、
自
ら
の
考
え
と
の
違
い
を

明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
作
品
の
読
み
深
め
を
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

六

　「神
様
2
0
2
0
」
へ
の
道
程

　

髙
梁
龍
夫
（
2
0
2
0
）
は
、「
川
上
弘
美
の
「
神
様
」
は
、
テ
キ
ス
ト
自
体

が
自
ら
を
歴
史
化
し
て
い
く
作
品
」
で
あ
り
「「
神
様
2
0
1
1
」
に
は
、
先
行

す
る
「
神
様
」
を
重
層
化
す
る
こ
と
で
、
一
個
人
の
記
憶
が
負
の
遺
産
と
し
て

の
共
同
体
的
記
憶
に
塗
り
替
え
ざ
る
を
得
な
い
厳
然
た
る
歴
史
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
」
16-

17
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
生
徒
達
の
現
在
進
行
形
の
記
憶
が
加
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
新
た
な
歴
史
を
テ
キ
ス
ト
に
刻
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
一
）「
神
様
」
と
「
神
様
2
0
1
1
」
二
つ
の
作
品
の
関
係
の
把
握

　

盛
夏
八
月
は
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
生
徒
達
は
、
次
の

よ
う
な
観
点
か
ら
、
二
つ
の
作
品
を
対
比
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

○
パ
ラ
レ
ル
・
ワ
ー
ル
ド　
　

ア
ナ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

　

2
つ
の
世
界
に
同
じ
人
物
が
い
る　
　

近
い
よ
う
な
遠
い
よ
う
な
関
係

○
表
と
裏　
　

日
常
／
非
日
常　
　

過
去
と
未
来　
　

明
る
さ
と
哀
し
さ

　

対
比
的
に
関
係
を
と
ら
え
た
上
で
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「「
神
様
」
は
、
あ
た
た
か
い
空
気
が
全
体
か
ら
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

片
方
は
あ
た
た
か
い
空
気
に
な
っ
て
も
、
事
故
の
影
響
で
現
実
に
強
制
的

に
戻
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
」

「
全
体
的
に
曖
昧
な
「
神
様
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
実
在
の
話
と
絡
め
て
述

べ
る
こ
と
で
物
語
に
現
実
性
を
加
え
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
よ
り
受
け
取

り
や
す
く
、
考
え
や
す
く
し
た
の
が
「
2
0
1
1
」」

　

両
教
材
の
関
係
把
握
を
足
が
か
り
に
し
て
、「
あ
の
こ
と
」
に
対
す
る
思
索
を

深
め
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
者
も
い
る
。

「
神
様
で
は
な
く
て
、
人
間
が
作
り
あ
げ
た
も
の
で
、
こ
わ
れ
た
世
界
が
あ

り
、
放
射
能
を
気
に
す
る
世
界
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
こ
で
生
き
る
辛
さ
や

悔
し
さ
。
哀
し
さ
。
僕
は
、
そ
の
世
界
で
は
生
き
ら
れ
な
い
と
思
う
。
だ

か
ら
こ
そ
、
た
だ
過
ぎ
て
い
く
時
間
や
躊
躇
な
く
で
き
る
抱
擁
が
、
ど
れ

だ
け
大
切
な
の
か
を
思
い
な
が
ら
生
活
し
た
い
。
今
日
の
普
通
に
生
き
ら

れ
る
の
が
、
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
」

　
「
く
ま
」
と
「
わ
た
し
」
の
関
係
性
を
分
析
し
た
上
で
、「
あ
の
こ
と
」
に
対
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し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

「「
く
ま
」
と
「
わ
た
し
」
の
関
係
は
、「
自
然
」
と
「
人
類
」
の
関
係
に
似

て
い
る
と
思
っ
た
。「
く
ま
」
と
「
わ
た
し
」
は
放
射
線
が
あ
た
っ
て
も
い

い
か
ら
、
抱
擁
を
し
た
の
で
、「
く
ま
」
と
「
自
然
」
を
同
じ
だ
と
す
る
な

ら
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
も
「
自
然
」
と
手
を
取
り
合
っ
て
い
け
る
と
思

う
。「
あ
の
こ
と
」
が
関
係
を
深
め
て
く
れ
た
「
く
ま
」
と
「
わ
た
し
」
の

よ
う
に
、「
あ
の
こ
と
」
か
ら
人
類
も
学
び
、
自
然
と
調
和
す
る
た
め
の
方

策
を
見
付
け
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
」

　

生
徒
達
は
、
両
教
材
の
比
較
に
よ
っ
て
、
作
品
の
深
層
に
近
づ
い
て
い
こ
う

と
す
る
。
未
来
や
運
命
へ
の
思
い
、
他
者
と
の
関
係
、
目
に
見
え
な
い
も
の
の

と
ら
え
方
等
、
作
品
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
と
め
文
章
化
し
て
い
た
。

両
者
の
比
較
の
有
効
性
は
、
桝
井
英
人
（
2
0
1
3
）
等
で
も
指
摘
が
あ
る
。

（
二
）「
神
様
2
0
2
0
」
の
あ
ら
す
じ
を
作
る
こ
と
の
意
味

　

初
秋
九
月
で
は
、「
神
様
2
0
2
0
」
を
想
定
し
、
そ
の
あ
ら
す
じ
を
考
え
た
。

あ
ら
す
じ
作
り
に
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
達
が
作
品
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
が
、
比
較
と
は
異
な
る
方
法
で
判
明
す
る

だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
す
じ
に
は
、
生
徒
達
が
、「
新
し

い
日
常
」
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
生
活
意
識
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
る
の
か
と

い
う
点
も
反
映
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

　

生
徒
達
の
記
述
内
容
を
見
て
み
る
と
、
後
掲
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
な
が
ら
、

あ
ら
す
じ
を
組
み
立
て
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
各
点
は
、
先
に
本
稿
四
章
で
「
わ
た
し
」
の
人
物
像
の
根
拠
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
重
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
あ
ら
す
じ
作
り
は
、

「
わ
た
し
」
の
人
物
像
を
再
検
討
す
る
学
習
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

・
散
歩
に
出
か
け
る
の
か
、
他
の
時
間
の
過
ご
し
方
を
選
ぶ
の
か
。

・
一
緒
に
並
ん
で
歩
く
の
か
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
る
の
か
。

・
二
人
と
も
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
の
か
。「
く
ま
」
も
必
要
か
。

・
川
原
で
は
、
誰
と
、
ど
の
よ
う
な
出
会
い
方
を
す
る
の
か
。

・
昼
食
は
す
る
の
か
、
そ
の
仕
方
は
ど
う
な
る
か
。

・
除
菌
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
頻
度
は
。

・
抱
擁
は
で
き
る
の
か
。

・
日
記
／
行
動
歴
。
被
曝
量
で
は
な
く
、
感
染
者
数
を
確
認
す
る
。

・
散
歩
に
対
す
る
思
い
の
表
明

　

こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
丹
念
に
書
か
れ
た
あ
ら
す
じ
の
例
を
紹
介
す
る
。

「
2
0
2
0
年
も
、
同
じ
よ
う
に
散
歩
に
出
て
、「
わ
た
し
」
は
マ
ス
ク
を

し
、「
く
ま
」
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
し
て
い
る
（「
わ
た
し
」
は
マ
ス

ク
を
し
て
い
な
い
と
変
な
目
で
見
ら
れ
る
か
ら
。「
く
ま
」
は
感
染
し
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
人
間
界
に
な
じ
む
た
め
に
一
応
し
て
い
る
。）
男
の
人
た

ち
に
会
っ
て
、
マ
ス
ク
越
し
に
同
じ
よ
う
な
会
話
を
す
る
。
同
じ
よ
う
に
、

心
な
い
会
話
を
す
る
。
食
事
は
シ
ェ
ア
型
で
は
な
く
、
お
互
い
が
自
分
の

弁
当
を
持
っ
て
き
て
、
小
川
の
方
を
二
人
と
も
向
い
て
食
べ
る
。
干
し
魚

は
焼
か
ず
、
釣
り
を
楽
し
む
。
抱
擁
は
二
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
な
の

で
絶
対
す
る
。
帰
宅
後
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら
、
翌
日
の
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
に
向
け
て
の
準
備
（
部
屋
の
片
付
け
）
を
し
て
、
寝
る
」

　

生
徒
達
は
、「
神
様
2
0
1
1
」
よ
り
も
、
は
る
か
に
現
実
感
を
持
っ
て
考
え
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て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
往
々
に
し
て
悲
観
的
な
結
論
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。

「
周
り
の
目
な
ど
を
気
に
し
て
、
そ
ん
な
に
気
軽
に
出
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
、

相
手
と
の
距
離
も
保
っ
た
非
常
に
難
し
い
散
歩
に
な
る
。
抱
擁
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
相
手
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
よ
り
大
切
に
感
じ
る
よ

う
に
な
る
。
帰
宅
後
は
「
神
様
2
0
1
1
」
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
日

常
に
よ
り
感
謝
で
き
る
と
思
う
し
、
前
と
の
違
い
に
悲
し
く
も
な
る
」

「
帰
宅
後
の
「
わ
た
し
」
は
、
た
ぶ
ん
楽
し
か
っ
た
と
は
感
じ
な
い
と
思
う
。

逆
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
を
つ
か
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
ス
ト
レ
ス

や
疲
れ
を
感
じ
る
と
思
う
。「
神
様
」
か
ら
「
神
様
2
0
1
1
」
で
い
っ
き

に
嫌
な
空
気
感
に
な
っ
た
け
ど
、「
神
様
2
0
2
0
」
は
も
っ
と
息
苦
し
い

感
じ
に
な
っ
て
怖
い
な
と
思
っ
た
」

　

生
徒
達
の
「
あ
ら
す
じ
」
に
は
、
神
様
へ
の
言
及
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
。

　

な
ぜ
「
神
様
2
0
2
0
」
の
あ
ら
す
じ
に
神
様
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
。「「
神
様
」
と
い
う
存
在
が
、
ど
ん
ど
ん
薄
ら
い
で
い
る
よ
う
な
気

が
し
た
」
か
ら
な
の
か
。
あ
ら
す
じ
の
中
に
、
神
様
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け

る
こ
と
が
妥
当
性
を
持
つ
の
か
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
問
い
直
す
こ
と
も
、
重
要
な
学
習
課
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
小

説
の
題
名
が
、
2
0
2
0
年
で
あ
っ
て
も
「
神
様
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
、

も
う
一
度
問
い
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

七

　終
わ
り
に

　

読
み
深
め
と
は
、
自
己
の
読
み
を
更
新
し
続
け
る
活
動
で
あ
る
。
教
室
の
中

で
、
他
者
の
読
み
に
出
会
い
な
が
ら
、
自
ら
の
読
み
の
到
達
点
を
文
章
化
す
る
。

そ
れ
を
ま
た
共
有
す
る
。
本
単
元
の
実
践
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
学
習
の
重
要
性

を
再
認
識
し
た
。

　

今
回
の
単
元
で
は
、「
わ
た
し
」
と
「
神
様
」
に
つ
い
て
繰
り
返
し
考
え
た
。

一
度
で
結
論
を
出
す
の
で
は
な
く
、
何
度
か
に
分
け
て
検
討
を
行
っ
た
。
毎
時

間
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
か
ら
は
、
協
同
と
内
省
を
繰
り
返
し
、
互
恵
的
に

読
み
を
深
め
て
い
く
様
子
が
確
認
で
き
た
。

　

現
状
の
国
語
科
の
授
業
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
や
、
複
数
の
情

報
・
材
料
を
重
ね
合
わ
せ
て
速
読
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
は

い
え
、
読
み
手
と
し
て
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
本
単
元
の
よ
う
な
取

り
組
み
も
有
効
性
を
持
と
う
。
工
夫
す
れ
ば
、
一
年
間
の
正
規
の
授
業
計
画
の

中
に
、
今
回
の
よ
う
な
単
元
を
位
置
付
け
、
読
み
の
学
習
活
動
を
複
線
化
す
る

こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

学
習
者
が
教
室
の
中
で
出
会
う
他
者
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
研
究
者
で
あ
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
今
回
の
単
元
で
は
、
多
く
の

先
行
研
究
を
学
習
課
題
作
り
の
参
考
と
し
た
。
教
材
化
で
き
た
研
究
論
文
は
、

ご
く
一
部
に
止
ま
っ
た
。
し
か
し
、
授
業
で
活
用
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
研
究

論
文
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
教
師
が
持
っ
て
い
る
資
料
は
独
占
す
る
必

要
は
な
く
、
学
習
者
と
積
極
的
に
共
有
す
る
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
、
今
後
も

授
業
づ
く
り
・
授
業
研
究
を
進
め
た
い
。

◇
引
用
文
献
・
主
な
参
考
文
献

荒
木
奈
美
（
2
0
1
1
）「
川
上
弘
美
「
神
様
」「
草
上
の
昼
食
」
論　
「
く
ま
」

の
生
き
づ
ら
さ
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も
の
」
札
幌
大
学
総
合
論
叢

32
巻
216-
232



─　　─50

鎌
田　

均
（
2
0
1
1
）「「
自
分
と
は
何
か
」
を
問
い
続
け
る
︿
言
葉
の
力
﹀

︱
川
上
弘
美
﹃
神
様
﹄
を
例
に
し
て
︱
」「
日
本
文
学
」
60
巻
1
号　

63-

72

鈴
木
愛
理
（
2
0
1
2
）「
現
代
小
説
の
教
材
価
値
に
関
す
る
研
究
:
川
上
弘
美

「
神
様
」「
神
様
2
0
1
1
」
を
中
心
と
し
て
」「
広
島
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部　

第
61
号
」
123-

132

石
井
順
治
（
2
0
1
3
）「「
ジ
ャ
ン
プ
の
あ
る
学
び
」
と
文
学
の
読
み
」
東
海

国
語
教
育
を
学
ぶ
会
﹃
子
ど
も
・
こ
と
ば
・
授
業
﹄
第
22
号　

143-

152

桝
井
英
人
（
2
0
1
3
）「
何
の
た
め
の
国
語
教
育
か
」
大
阪
国
語
教
育
ア
セ
ン

ブ
リ
ー
2
0
1
3
︱
こ
と
ば
の
力
で
生
き
抜
く
た
め
に
︱
で
の
問
題

提
起
の
要
旨

関
谷
一
郎
（
2
0
1
5
）「
川
上
弘
美
「
神
様
」
の
読
み
方
・
教
え
方　

松
本
和

也
氏
の
論
考
を
た
た
き
台
に
し
て
」
関
谷
ゼ
ミ
ブ
ロ
グ
2
0
1
5
0

5
1
9

清
水
良
典
（
2
0
1
6
）「
く
ま
と
「
わ
た
し
」
の
分
際
︱
︱
川
上
弘
美
﹃
神

様
﹄」、﹃
デ
ビ
ュ
ー
小
説
論　

新
時
代
を
創
っ
た
作
家
た
ち
﹄
講
談
社　

202-

234

山
中
正
樹
（
2
0
1
8
）「
川
上
弘
美
「
神
様　

2
0
1
1
」
が
描
き
出
す
も
の

︱「︽
神
︾
の
非
在
」
と
対
峙
す
る
「
わ
た
し
」︱　

178-

191

齋
藤
和
也
（
2
0
1
8
）「「
神
様
」「
神
様　

2
0
1
1
」
の
教
材
研
究
」

192-

200

中
村
龍
一
（
2
0
1
8
）「「
神
様　

2
0
1
1
」（「
神
様
」「
神
様
2
0
1

1
」）
の
授
業
構
想
」
201-

210

※
山
中
・
齋
藤
・
中
村
（
2
0
1
8
）
の
各
論
考
は
、
田
中
実
・
須
貝
千

里
・
難
波
博
孝
編
著
（
2
0
1
8
）﹃
21
世
紀
に
生
き
る
読
者
を
育
て
る
第

三
項
理
論
が
拓
く
文
学
研
究
／
文
学
教
育
高
等
学
校
﹄
明
治
図
書
所
収

吉
沢
夏
音
・
清
水
理
左
（
2
0
1
9
）「
ク
ィ
ア
の
視
点
か
ら
読
む
文
学
教
材
で

の
教
育
実
践
︱
︱
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﹃
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︱
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梁
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